
会場＆オンライン開催
令和 3 年度さいたま市障害者週間記念事業市民のつどい

　基調講演　講師：義足のダンサー大前光市さん　基調講演　講師：義足のダンサー大前光市さん（オンライン開催）（オンライン開催）

12月4日（土）　会場開催　浦和駅東口駅前市民広場12月4日（土）　会場開催　浦和駅東口駅前市民広場
12月3日（金）～令和4年1月31日（月）　オンライン開催12月3日（金）～令和4年1月31日（月）　オンライン開催

今年度はコロナ感染防止を最優先に考えながら、現地会場開催を縮小し、今年度はコロナ感染防止を最優先に考えながら、現地会場開催を縮小し、
オンライン開催と併用した初めてのハイブリット開催となりました。オンライン開催と併用した初めてのハイブリット開催となりました。

より多くの人に参加して頂けたと確信しております。より多くの人に参加して頂けたと確信しております。
初めての試みなので心配な点も多々ありましたが、目標を達成できたことに感謝申し上げます。初めての試みなので心配な点も多々ありましたが、目標を達成できたことに感謝申し上げます。

～出来ないと思う心が障害～～出来ないと思う心が障害～
24 歳の時、交通事故で左膝から下を切断。24 歳の時、交通事故で左膝から下を切断。
義足ダンサー大前光市さんの基調講演会が開催されました。義足ダンサー大前光市さんの基調講演会が開催されました。

「できない」を特徴として受け入れ、自分だけのダンスとし、「できない」を特徴として受け入れ、自分だけのダンスとし、
自分の人生と向き合ってきたこれまでの軌跡をお話していただきま自分の人生と向き合ってきたこれまでの軌跡をお話していただきま
した。した。

第40号

基調講演 オンライン開催スタート！ パラリンピック閉会式や紅白などで話題に

さいたま市障害者社会参加推進センターだより 第40号令和 4年 2月28日（ ）1



　

二
〇
二
一
年
十
二
月
四
日
、
今
年

の
さ
い
た
ま
市
「
障
害
者
の
日
」
記

念
事
業
市
民
の
つ
ど
い
が
浦
和
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
会

場
の
開
催
が
縮
小
さ
れ
こ
の
日
を
楽

し
み
に
準
備
さ
れ
て
い
た
関
係
者
の

皆
さ
ん
は
大
変
残
念
な
思
い
を
さ
れ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
「
障
害
者
の
日
」
は

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）

十
二
月
九
日
の
「
ひ
ろ
が
る
希
望
の

つ
ど
い
」
が
起
源
だ
と
ご
存
じ
の
方

は
少
な
い
と
考
え
、あ
ら
た
め
て「
障

害
者
の
日
」
が
ど
う
し
て
で
き
た
の

か
？
を
お
話
い
た
し
ま
す
。

　

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）

か
ら
十
年
間
を
国
際
障
害
者
年
と
し

て
全
世
界
が
取
り
組
み
、
日
本
で
は

一
九
八
一
年
一
二
月
九
日
日
本
国
際

障
害
者
年
推
進
協
議
会
本
部
、
総
理

府
、
東
京
都
の
主
催
に
よ
る
中
央
記

念
事
業「
ひ
ろ
が
る
希
望
の
つ
ど
い
」

が
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
今
は
亡
き
夫
と
難
病
の
次

女
と
と
も
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
日
本
国
際
障
害
者
年

推
進
協
議
会
本
部
長
の
内
閣
総
理
大

臣
鈴
木
善
幸
氏
の
あ
い
さ
つ
、
皇
太

子
殿
下
の
お
言
葉
の
後
、
国
際
障
害

者
年
を
記
念
し
、
障
害
者
基
本
法
に

の
っ
と
り
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
国

民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
さ
ら
に

障
害
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

毎
年
十
二
月
九
日
を「
障
害
者
の
日
」

と
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
障
害
者
の
福
祉
向
上
に

関
し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
及

び
団
体
に
、
総
理
大
臣
か
ら
表
彰
状

及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
夫
で
あ
る

日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
理
事

長
・
河
端
二
男
と
埼
玉
県
障
害
児
教

育
振
興
協
議
会
理
事
（
前
県
立
蓮
田

養
護
学
校
長
）
の
井
戸
川
眞
則
氏
ら

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
ろ
う
者
劇
団
に
よ
る
演

劇
を
は
じ
め
目
の
不
自
由
な
方
の
バ

イ
オ
リ
ン
演
奏
、弾
き
語
り
が
あ
り
、

「
ひ
ろ
が
る
希
望
の
つ
ど
い
」
中
央

記
念
事
業
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
「
障
害
者
の
日
」
が
宣
言
さ
れ
て

以
来
、
十
二
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で

を
障
害
者
週
間
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

各
地
で
記
念
事
業
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
、
さ
い
た
ま
市
で
は
第
一
土
曜

日
を
選
び
毎
年
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ッ
ピ
ー
は
、「
障
害
者
の
日

（
十
二
月
九
日
）」
の
休
日
化
運
動
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。「
人
」が
堂
々

と
胸
を
張
り
、
前
向
き
に
生
き
て
い

く
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。

「障害者週間」とは…
　毎年12月3日から9日までの1週間のことを指します。
　障害者週間は、障害者基本法において、国民の間に広く基本原
則に関する関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、
文化その他あらゆる分野の活動に参加することの促進を目的に定
められています。

さ
い
た
ま
市

「
障
害
者
の
日
」市
民
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
た
ま
市

　
　
障
害
難
病
団
体
協
議
会

　
　
　
代
表
理
事
　
河
端
　
静
子

クッピー
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民
の
つ
ど
い
」
に
な
る
こ
と
を
参
加

者
の
多
く
が
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
団
体
の

方
々
、参
加
し
た
多
く
の
市
民
の
方
、

準
備
と
企
画
運
営
に
力
を
注
い
で
い

た
だ
い
た
実
行
委
員
の
方
々
に
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
開
催
さ
れ
た
市
民
の
つ
ど
い

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
部
門
と
会
場
開
催

の
2
本
立
て
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
部
門
の
方
で
は
、
障
害
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
動
画
に
参
加

し
ま
し
た
。
撮
影
時
期
は
コ
ロ
ナ
全

盛
期
の
頃
で
さ
い
た
ま
市
地
区
の
理

事
5
名
で
集
ま
る
こ
と
は
無
理
と
判

断
し
、
2
名
で
会
議
室
を
借
り
て
行

い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
埼
玉
県
自
閉
症
協
会
と

発
達
障
害
に
つ
い
て
の
説
明
を
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
行
う
と
い
う
も

の
で
し
た
。
動
画
撮
影
な
ど
経
験
も

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
撮
影
を
行
い
、
そ
の
動

　

コ
ロ
ナ
の
落
ち
着
い
た
時
期
で
人

出
が
多
く
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
参
加

者
が
一
堂
に
集
ま
り
過
ご
せ
た
こ
と

は
大
切
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
販

売
品
は
午
前
中
に
品
薄
に
な
り
盛
況

で
し
た
。
ヌ
ウ
の
着
ぐ
る
み
が
登
場

す
る
と
親
子
連
れ
や
若
者
の
写
メ
の

チ
ャ
ン
ス
で
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
、

先
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
名
前
が
知

れ
渡
っ
た
ボ
ッ
チ
ャ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
見
学
者
が
集
ま
り
関
心
が

高
か
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
繋
が
る
方
法
を
見
直

し
た
今
年
の
「
市
民
の
つ
ど
い
」
で

は
、
各
障
害
者
団
体
の
紹
介
動
画
作

成
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
ま

し
た
。
行
政
の
方
と
は
何
回
も
集
り

を
持
ち
、
知
恵
を
借
り
る
機
会
を
得

て
、
日
頃
か
ら
理
解
と
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
仲
間
の
力
も
借
り
て
、

思
い
の
こ
も
っ
た
動
画
作
成
が
で
き

ま
し
た
。

　

施
設
内
で
の
開
催
は
見
送
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
方

法
を
取
り
入
れ
る
挑
戦
が
出
来
る
年

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
い
つ
も
の
事
が
い
つ
も
の

よ
う
に
で
き
な
い
社
会
状
態
に
な
っ

て
も
、
知
恵
を
集
め
て
挑
戦
す
る
こ

と
で
前
進
で
き
る
機
会
に
な
れ
る
よ

う
に
多
く
の
方
と
繋
が
っ
て
行
き
た

い
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
の
こ
の
2
年(

コ

ロ
ナ
感
染)

は
多
く
の
心
配
と
配
慮

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は

是
非
す
ぐ
に
触
れ
合
っ
て
話
を
聞
い

て
笑
い
あ
え
る
時
間
を
作
れ
る
「
市

画
を
障
害
福
祉
課
の
方
の
協
力
の
も

と
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
開
催
で
は
、
ヌ
ゥ
の
ア
テ
ン

ド
（
付
き
添
い
）
の
係
を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
ヌ
ゥ
に
集
ま
っ
て
く
れ
た

市
民
の
方
た
ち
に
直
接
理
解
し
て
も

ら
う
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

理
事
会
で
顔
を
合
わ
せ
る
他
団
体

の
方
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
中
で

話
す
機
会
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
も
市
民
の
つ
ど
い
に
参
加
す

る
意
義
が
あ
る
と
思
わ
せ
て
く
れ
る

も
の
で
し
た
。

会
場
開
催

　
ふ
れ
あ
い
・
つ
な
が
る
喜
び

市
民
の
つ
ど
い
実
行
委
員

　
　
埼
玉
県
自
閉
症
協
会

　
　
さ
い
た
ま
市
地
区

　
　
　
　
　
　
　
堀
井
　
知
余
子

　
一
般
社
団
法
人

　
　
さ
い
た
ま
市

　
　
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
澤
　
篤
子黒澤 篤子実行委員

堀井 知余子実行委員
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　共に 生きる　共に 生きる ～団体紹介～～団体紹介～

たちあおい特定非営利活動法人　さいたま市視覚障害者福祉協会

さいたま市肢体不自由児・者父母の会 障害者(児)の生活と権利を守る　さいたま市民の会

さいたま市聴覚障害者協会ＮＰＯ法人さいたま市障害難病団体協議会

(社)埼玉県筋ジストロフィー協会　さいたま市支部 高次脳機能障害　さいたま これからの道

令和4年 2月28日（ ）4さいたま市障害者社会参加推進センターだより第40号



　共に 生きる　共に 生きる地域で地域で

一般社団法人さいたま市手をつなぐ育成会埼玉県自閉症協会さいたま市地区

さいたま市精神障害者家族会連絡会 さいたま市身体障害者福祉協会

一般社団法人みっくすビート一般社団法人ノーマライズうらわ

ロービジョンラボ（Next eyes lab） さいたま市精神障害当事者会 ウィーズ
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今
年
度
の
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

に
は
障
害
者
施
設
五
団
体
の
皆
さ

ま
に
ご
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。
社
会
福
祉
法
人

ハ
ッ
ピ
ー
ネ
ッ
ト
「
大
宮
ゆ
め
の

園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」　

の
セ
ン
タ
ー
長
・
小
林
真
大
と
申

し
ま
す
。

　

当
事
業
所
は
、
二
〇
〇
三
年
四

月
に
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
内
で
、

当
時
ま
だ
数
が
少
な
か
っ
た
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て

定
員
二
十
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

同
じ
敷
地
内
に
障
害
者
通
所
支

援
施
設
、
隣
接
地
に
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
共
生
型
の

複
合
施
設
の
一
つ
と
し
て
、
十
七

年
の
実
績
を
持
つ
、
障
害
児
の
通

所
支
援
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
身
体
を
動
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
結
成
い
た
し
ま

し
た
チ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
発
表

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
の
縮
小
・
削
減

に
よ
り
、
毎
年
一
度
開
催
さ
れ
て

い
る
こ
の
発
表
の
場
は
、
子
ど
も

達
を
は
じ
め
職
員
に
と
っ
て
も
目

標
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
や
り

が
い
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
へ
の
繋
が
り

の
場
と
し
て
、
こ
の
大
切
な
機
会

を
通
し
て
、
私
た
ち
の
チ
ア
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
「Challengers

」（
挑

戦
）
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

大
宮
ゆ
め
の
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
真
大

小
春
日
和

小
春
日
和

ゆめの園さん　練習風景→　　　　　　
↓

埼玉社会福祉事業協会

交流を深める会員の皆さん

ウィーズ 竹内氏
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社
会
福
祉
法
人
「
い
ー
は
と
ー

ぶ
」
で
す
。
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

北
区
に
二
〇
〇
〇
年
、
心
身
障
害

者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施
設
「
い
ー
は

と
ー
ぶ
」
を
開
所
。
二
〇
〇
七
年

に
法
人
格
を
取
得
し
て
以
来
、
生

活
介
護
事
業
、
短
期
入
所
事
業
、

共
同
生
活
援
助
事
業
、
特
定
相
談

支
援
事
業
、
多
機
能
型
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
重
い
人
た
ち
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地

域
社
会
と
の
共
生
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

さ
い
た
ま
市
障
害
者
記
念
事
業

「
市
民
の
つ
ど
い
」
に
は
数
年
前

か
ら
一
部
の
利
用
者
さ
ん
と
職
員

で
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画

と
な
り
、
生
活
介
護
事
業
の
利
用

者
さ
ん
全
員
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に

収
め
る
と
、
歌
や
ダ
ン
ス
と
一
緒

に
日
常
の
風
景
も
感
じ
ら
れ
る
作

品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の

笑
顔
を
お
届
け
す
る
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
障
害
が
重

く
て
も
利
用
者
さ
ん
自
身
が
架
け

橋
と
な
り
、
理
解
者
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
い
ー
は
と
ー
ぶ

　
生
活
介
護
事
業
所
長

　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
正
美

織の音アート・福祉協会

お天気に恵まれ
来場者多数
売り切れ
続出です！！

いーはとーぶ

ボッチャ体験ブース

ダイアリー
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中
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編編
集集
後後
記記

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、
2
年
ぶ

り
に
帰
省
し
た
息
子
と
迎
え
た
正
月
。

現
在
の
よ
う
な
感
染
状
況
に
な
る
と

は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
「
第
6
波
」
襲
来
。
感
染
者
数

の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
過

去
最
多
を
連
日
更
新
。
コ
ロ
ナ
拡
散

に
よ
り
、
定
例
家
族
会
・
家
族
教
室

が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
は
重
症
化
率
が
低
い
と
さ
れ

ま
す
が
、
感
染
者
自
体
が
多
い
た
め

外
来
診
療
は
ひ
っ
迫
し
て
お
り
、
感

染
者
数
の
下
げ
止
ま
り
は
程
遠
い
状

況
で
、
濃
厚
接
触
者
の
自
宅
待
機
も

増
え
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
感
染
予

防
対
策
は
守
り
た
い
も
の
で
す
。（

鈴
木
）

　
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」

が
制
定
さ
れ
て
十
年
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
市
民
の
つ
ど
い
の

企
画
・
運
営
に
携
わ
る
こ
と
を
最
重

要
事
業
と
し
て
、
長
年
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

会
場
が
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
移
っ
た
平
成
二
十
七
年
の
基

調
講
演
に
は
、
姜
尚
中
氏
を
お
迎
え

し
来
場
者
が
飛
躍
的
に
増
え
て
、
多

く
の
皆
さ
ま
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
つ
ど
い
で
最
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
障
害
当
事
者
が
参

画
す
る
こ
と
で
す
。
近
年
の
基
調
講

演
で
は
、
自
閉
症
の
東
田
直
樹
氏
、

発
達
障
害
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
野
田
あ
す

か
氏
、
全
盲
の
中
学
校
教
師
、
新
井

淑
則
氏
に
御
登
壇
い
た
だ
き
、
当
事

者
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
気
持
ち
や

葛
藤
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
で
は
障

害
者
施
設
の
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
、

生
き
生
き
と
躍
動
す
る
姿
を
披
露
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
同

じ
場
所
で
同
じ
時
を
過
ご
し
共
に
創

り
上
げ
て
い
く
市
民
の
つ
ど
い
は
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
条
例
の
理

念
が
拡
が
る
共
生
の
一
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
諦
め
る

こ
と
な
く
、
浦
和
駅
前
市
民
広
場
に

お
い
て
会
場
開
催
。
多
く
の
成
果
が

得
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜

び
で
す
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ

ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
に
な
っ
た
こ
と
で
、

基
調
講
演
や
障
害
の
理
解
を
深
め
る

動
画
、
障
害
の
あ
る
方
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
は
繰
り
返
し
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

義
足
ダ
ン
サ
ー
の
大
前
光
市
氏

は
、
挫
折
を
乗
り
越
え
自
分
だ
け
の

表
現
を
見
い
だ
し
て
、
障
害
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
工
夫
す
る
明
る
い
姿

勢
と
、
力
強
い
ダ
ン
ス
か
ら
多
く
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

市
民
の
つ
ど
い
に
私
た
ち
障
害
当

事
者
と
家
族
が
関
わ
り
続
け
る
こ
と

で
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
条
例

が
少
し
ず
つ
で
も
認
知
さ
れ
れ
ば
幸

い
で
す
。『
多
様
性
を
認
め
合
い
誰

も
が
尊
重
さ
れ
、
暮
ら
し
や
す
い
地

域
に
な
る
』こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

大
切
に
し
た
い
市
民
の
つ
ど
い
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